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地域文化としての「東三河カラオケ喫茶」（2）


































手段 ⑤店に通う頻度（1 週間での回数） ⑥ 1





















































図 1 に「カラオケ喫茶 28 ケ所の分布図」に
まとめた。












提供している。土・日は 40 代〜 50 代の女性







営業年数 35 年であり『農の情景 - 菊とメ
ロンの岬から -』の舞台となったお店である。
「せっちゃん」








































高速道路豊川 IC から近い（約 3km）ので、
豊川・豊橋市内だけでなく、名古屋・浜松・





































ソフトドリンクは 400 円〜 600 円でほとん
どのお店が 500 円である。
カラオケチケットは、1 冊 10 枚〜 11 枚綴
りで 1000 円であるが、1 曲 100 円のお店も
ある。
④お客の年齢層

















































オケ DAM の歌唱ガイドから。3. スマホを利

























行きつけのお店を 2 〜 3 軒もち、1 週間に
1 〜 2 回の頻度でお店に通う人が多かった。
⑥ 1 回の滞在時間
平均して 1 回の滞在時間は 2 〜 4 時間であ
るが、中には 5 〜 6 時間という人もいた。
⑦ 1 回に使うお金。
平均して 1000 円位である。その内訳はソ





























頭｣（歌 : 橋幸夫）、｢花と茨｣（歌 : 井沢八郎）
などを作成している。



























































































楽しむ感覚）」の 4 種類に分類した。（注 15）
カラオケ喫茶での遊びもカイヨワのいう ｢
模擬｣ であり、歌う人は行きつけのお店を 2
〜 3 軒もち、1 週間に 1 〜 2 回の頻度でお店
に通い、1 回の滞在時間は 2 〜 4 時間、1 回
に 3 〜 6 曲歌っている。料金はソフトドリン
クが 500 円、カラオケチケットが 10 〜 11 枚
綴りで 1000 円である。お客さんのほとんど














































し か し、 日 本 に お い て も ま た 世 界 的





























































































特別功労賞を受賞。 平成 13（2001）年 3 月 14
日永眠、87 歳。










































































（15） R. カイヨワ『遊びと人間』岩波書店 1994 p19-
26






『東海地域文化の諸問題』不二出版 1994 p21-22 
1988 年 10 月 15 日 愛知女子短期大学講演での
講演から　













・菊池清麿『昭和演歌の歴史 - その群像と時代 -』ア
ルファベータブックス 2016
・菊池清麿『日本流行歌変遷史 - 歌謡曲の誕生から J
ポップの時代へ -』論創社 2008
・木下英治『美空ひばり - 時代を歌う -』新潮社 1989














堂坂町 3 ①エンゼル 30 ソフトドリンクは店内の自動販売機で購入、席料は 500 円、女性客が多い。夜はスナック
南大清水町富士見 868-3 ②音 16 マスターは弁当屋経営から転身、家庭的雰囲気で近所に住む女性客に人気
植田町上り戸 53-1 ③オンステージ 34 『農の情景』の舞台となった豊橋カラオケ喫茶、夜はスナックで 50 代のお客が中心
西岩田 5-9-5 ④加奈子 ７ 「4.2 特に印象に残ったカラオケ喫茶」参照
草間町平東 130 ⑤すずめの学校 ７ ママは 61 歳まで事務員、スーパーマーケットの傍にあり、70 代の客を中心に賑わう
小向町北向 127-6 ⑥せっちゃん ３ 「4.2 特に印象に残ったカラオケ喫茶」参照
上野町新上野 29-4 ⑦タモン 35 ｢4,2 特に印象に残ったカラオケ喫茶｣ 参照
多米中町 2-14-10 ⑧バラード 14 夜の世界に生きてきたママの雰囲気そのもののお店、店内では女性歌謡講師が指導
雲谷町ノナカ 103-3 ⑨ひだまり 15 市中心部から離れており、自宅を改造「私語は小さく拍手は大きく」がお店のモットー
森岡町 21-4 ⑩フレンズ 20 豊橋の老舗カラオケ喫茶、ママの人柄でお客さんが集まっているという印象を受けた
浜道通新桜 83-4 ⑪ペリエ 20 お店は普通の喫茶店からスタート、70 代男性客が多い、美空ひばりを歌う女性客多し
牧野町 215 ⑫ポエム 14 近所の人たちが集う、落ち着いた昭和ノスタルジーが漂うお店、歌手のキャンペーンあり
駒形町下田 93-1 ⑬渚 ７ お茶のサービスあり、１曲歌い終わるごとにママがマイクをおしぼりで拭くのが印象的
曙町若松 25-19 ⑭夢 20 高齢のママが経営、80 歳前後の徒歩 ( 歩行器 ) で通う人がお客、地域のコミュニティを形成
佐藤 3-19-17 ⑮若松 30 「4.2 特に印象に残ったカラオケ喫茶」参照







伊奈町宮前 41 ⑯青山 19 マスター自身が歌手・歌謡講師であり、お客さんの歌唱レベルがやや高いように感じられた
東上町柿木通 2-1 ⑰うぐいす ２ 「4.2 特に印象に残ったカラオケ喫茶」参照
宿町青木 97 ⑱輝 22 ママの丁寧な応対、70 代の近所の人を中心としたお客、「拍手は惜しみなくお喋りは小声で」
一宮町幸 18 ⑲ここ 10 古いタイプのお店であるが、ママさんの人柄のよさで、東栄町や浜北市から通う人もいる
蔵子 6-6-6 ⑳まゆら ３ ママが貸衣装とブティックを経営しており、おしゃれなシルバー女性の社交場という雰囲気
大崎町下金居場 192 ㉑もいちど 21 「4.2 特に印象に残ったカラオケ喫茶」参照






田原町新清谷 106 ㉓青い山 16 夜の飲食業 36 年のママ、お店はスナックからスタート、70 代を中心とした近所のお客中心
福江町天神 30-5 ㉔あかり ４ 新築、広 と々した店内・音響設備もいい。近所の 60 ～ 70 代の女性客が中心、夜はスナック
野田町栗喰 8 ㉕園 15 営業当初はカラオケ喫茶であるが、３年前から昼間営業をやめ、スナックのみの営業
高松町縄口 87-1 ㉖並樹 20 「4.2 特に印象に残ったカラオケ喫茶」参照
古田町郷中 200-4 ㉗森久三 14 「4.2 特に印象に残ったカラオケ喫茶」参照
亀山町草刈場 23 ㉘りぴいと 34 『農の情景』の舞台、40 名収容のゆったりした店内、70 ～ 80 代のお客が中心、新曲ばかり歌う
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地域文化としての「東三河カラオケ喫茶」（12）
NO 店名 NO 店名 NO 店名
① エンゼル ⑪ ペリエ ㉑ もいちど
② 音 ⑫ ポエム ㉒ 夢
③ オンステージ ⑬ 渚 ㉓ 青い山
④ 加奈子 ⑭ 夢 ㉔ あかり
⑤ すずめの学校 ⑮ 若松 ㉕ 園
⑥ せっちゃん ⑯ 青山 ㉖ 並樹
⑦ タモン ⑰ うぐいす ㉗ 森久三
⑧ バラード ⑱ 輝 ㉘ りぴいと
⑨ ひだまり ⑲ ここ
⑩ フレンズ ⑳ まゆら
図 1　カラオケ喫茶 28 ケ所の分布図（番号は表 3 と対応している）
